
合同防災訓練＜23年度＞ 
  

 

参加者：寄宿舎生徒 ボランティア部会 大学生（地域に住む城西国際大学の学生が準備から参加） 

○自治会組織つばさ会の主導で  

○暗闇体験と感想発表  

○防災ゲーム   

・避難の時に持っていくと役に立つ物は？ 

＜たくさん考え出したグループが勝ち＞  

・ラジカセから火が…何で消す？  

＜たくさんの方法を考えたグループが勝ち＞   

・津波警報が出たら… 

遠くへ？高いところへ？どっちが正解？？ 

自分の意見をもつ たくさん考える 少ない意見を尊重する 

 

 

 

参加者：全校児童生徒 長寿会（最高齢９２才）  

ボランティア部会 

○縦割りグループによる交流  

○校内を指示書に従って防災関連グッズを探す  

○探しに行く途中に緊急地震速報（緊急地震速報 

利用者協議会）の音源を使用 

＜どこで流れ、どう行動したかの発表＞ 

「落ち着いて行動していて感心した」  

「机の下にすぐにもぐっていた」   

「わたしが入るために、椅子を出してくれた」  

「地域の方と関われてよかった」  

「また一緒に活動をしたい」 ← 双方からの意見   

 

 

 

 

 

参加者：全校児童生徒 保護者  

子ども会 ボランティア部会 

東金市総務課消防安全係 消防団 

○消防団による放水や消火訓練、ホース延ばしの体験 

○子ども会の学校探検 

○保護者への引き渡し訓練 

 

合同防災訓練①（寄宿舎で夜間９／２６） 

合同防災訓練②（児童生徒会集会で防災集会１０／４） 

 

合同防災訓練③（地域消防団の 

活動紹介１／２８土曜日） 

 



防災をテーマとして地域との交流へ＜24年度＞ 
 

避難者カードで受付                                                                                                                      

 炊き出しでカレーライス       保護者と地域で協力      テント張り・テーブル探し 

   操法訓練を見学 

○地域の子供会・ボランティア部会・長寿会 市役所と消防団 本校保護者児童生徒と職員１２６名が参加 

 

 

○暗闇体験 東北訪問報告 城西国際大学ボランティアサークルの発表 

「地域や大学の先生から感想」暗闇体験は、やってみて初めて分かった。経験（訓練）は大切ですね。が

れきのにおいや復興どんぶりの話しを聞いて、被災地の現状がよくわかった。 

 

 

「ボランティア部会の方から感想」練習と分かっていてもドキドキする。 

家だったらどうするかなと考えていた。何度も練習することが大事だと思

った。学校の皆さんと仲間になってできることがあったら、また一緒にお

願いします。「長寿会の方からの感想」繰り返して体で覚えなければならな

い。テレビでも近々地震が来ると言っていた。肝に銘じて練習してほしい。 

 

 

○北之幸谷公民館で、長寿会等地域１４名、シスターズ＆ボーイズの関係者１０名、高等部３年生で交流 

シスターズ＆ボーイズの発表は、操り鳥のダンスと軍手人形劇「仮設住宅の暮らし」 

防災をテーマとした地域との交流①（PTA主催で避難所開設・炊き出し８／２５土） 

防災をテーマとした地域との交流②（寄宿舎で夜間９／２４） 

 

防災をテーマとした地域との交流③（全校集会に長寿会を招き防災集会１０／５）  

防災をテーマとした地域との交流④（仮設住宅のシスターズ＆ボーイズと長寿会１２／１８） 


